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●募集人員 80 名(男女)   

●試験日・試験科目 

 1 月 12 日（土） 国・算・理・社・面接（ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

●試験科目・配点 
国語  40 分 100 点 
算数  40 分 100 点 
理科  40 分 100 点 
社会  40 分 100 点 
合計 160 分 400 点 

●合否判定 

学力検査 重視 

調査書  提出不要 

面接   重視 

●面接 

面接形式 1 グループ 5 名  

面接時間 10 分  面接の先生 3 人 

質問内容 志望理由、小学校時代の思い出 

抱負、一般常識、時事問題 

●合格発表 1月 15日（火） 
 
 
１．世界的視野に立つ「国際人」の育成 
中高一貫校である本校は、高い教育理念のもと、 
①世界的視野の国際人を育てる。 
②充実した学力を確立する。 
③健康な心身と豊かな感性を養う。 

 ④友愛と奉仕の精神を培う。 
 ⑤明るく楽しい教育環境をつくる。  
を、建学の精神としています。 
 

２．中高一貫生の実績と挑戦 
 本校の中高一貫生の入学時の成績は、広島市内の
私立高校に比べてけっして高いとは言えませんが、
入学後一人ひとりに対してきめ細やかな指導を行う
ことにより、著しい成績の向上がみられます。 
高校のＡ(特別進学)コースでは中高一貫生が成績

上位を占めており、毎年国公立大学や難関私立大学
への合格者を多数出しています。 

 

 
３.ＩＣＴ教育 
 全校生徒にタブレット端末を１人１台持たせ、授業を
展開しています。黒板とチョークだけで、教員から一方
的に教わるだけの旧来型の授業ではなく、さまざまな教
材や情報の獲得がタブレット端末を使用することで可能
となり、生徒がより主体的に授業を受け、考え、そして
表現することができています。設備においても、普通教
室に電子黒板と Apple TVを設置しており、日々双方向型
の授業を展開しています。 
 
４．英語教育 
「読む」「聞く」「話す」「書く」という４技能をバ

ランス良く身につけることに重点を置いた英語教育に取
り組んでいます。授業では、本来の教科書を用いた形以
外に、中学１年生から２名の常勤外国人教師による授業
を取り入れ、英語を話したいという意欲を喚起していま
す。また、イングリッシュキャンプという短期英語合宿
を行うことで英語能力の向上を図り、英語検定の合格率
向上にもつながっています。文部科学省発表による平成
29年度調査結果では、高校卒業までに英語検定準２級以
上の実力を持つ公立高校の生徒の割合 36.4%ですが、武
田中学校では中学修了までに準２級を取得した生徒が
43%おり、高校卒業時に近い実力を中学修了時までに身に
つけています。なお、昨年度は準 1級に合格した生徒も
います。 
 
５．海外語学研修 
 昨年度より、中学３年次のオーストラリアでの海外語
学研修は、隔年で来校するシドニーの私立学校で実施し
ています。現地では、英会話や異文化理解の学習はもち
ろん、ホームステイ先の研修校の生徒と登下校や生活を
共にして、研修後も長く交流が続く関係作りを目的にし
たプログラムを実践しています。 
 
６．様々な体験学習 
 日本の伝統文化や礼儀作法を学ぶ茶道教室や着付け教
室、また華道なども行っています。講師にはその道のプ
ロを招き、上質な授業を行っています。そのほかにも、
赤ちゃん・幼児とのふれあい体験や、広島エアポートホ
テルや防災航空センターなどでの校外学習など、生徒の
素養を高め視野を広げるバラエティに富んだ体験学習を
行っています。 

（エコール：荒銭） 

 

 
入試結果 

 

 

 

 

系列高校 
武田高校 ほぼ全員が進学している。 

●受験者数 58 名 

●合格者数 50 名 

●入学者数 38 名 

 
 
 
 

テスト結果 

●合格者平均点(各 100点満点) 
国語 61.7 点 
算数 54.7 点 
理科 67.9 点 
社会 61.6 点 
合計 245.9 点 

 

 

武田中学校 
 

平成 31年度 生徒募集要項 

学 校 情 報 

平成 30年度 入 試 結 果 


